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１ 土壌医検定を受けたきっかけ 

 現在、私は中学校技術・家庭科技術分野の
関連書籍の編集に携わっています。技術分野
は、材料と加工、生物育成、エネルギー変
換、情報の四つの内容で構成されています。
特に生物育成の技術において、栽培経験や地
域ならではの環境調整に苦慮されている様子
もあるようです。編集者の立場から、少しで
もそのような悩み相談に応えたいと思い、土
づくりと作物生産の知見を得たいと思い、検
定試験への挑戦を決めました。 
 また、私自身は約 10 年前から家庭菜園に
取り組んでいます。これまで、ジャガイモや
エダマメ、ナス、ハクサイ、シュンギク，タ
マネギなど多くの作物を育ててきました。規
模が小さいこともあり、ほとんどはうまく育
てることができるのですが、時には病害虫に
侵されることもありました。こうした問題に
対処するとき、安易に農薬や過剰施肥で解決
しようと試みてきましたが、試験勉強を通じ
て環境配慮の視点を大きく損なうものだとい
うことに気づかされました。いわゆる経験と
勘、安易な対策という考えから脱却する必要
があると思い、検定試験への思いが一層強く
なりました。 

２ 試験対策について 

 まず取り掛かったのが、土壌や肥料などの
要素を踏まえて、科学的な視点からこれまで
の栽培経験を見つめ直すことでした。そこで 

 
最初に手にしたのが、『図解でよくわかる
土・肥料のきほん』（誠文堂新光社）です。
この書籍は、一般財団法人日本土壌協会が監
修しており、土づくりや肥料の化学性などの
基本的な知識を身につけることができまし
た。試験では、化学性の内容からの出題数が
多いため、本格的な試験勉強を始める前の予
備知識を持っておくためには、最適なレベル
感や内容でした。 
 次に、本格的な試験勉強を７月から開始し
ました。教材は、一般財団法人日本土壌協会
が発行する『新版 土づくりと作物生産』
（参考書）と『既出問題集 2021-2023 版』
の２冊です。基本的には、平日の仕事終わり
に、自宅で１～２時間程を参考書の読み込み
に充てて、週末に庭で土の状態を観察するな
ど、勉強したことを試したり、ホームセンタ
ーで肥料などの実物を見たりすることで、イ
ンプットとアウトプットを繰り返しました。
既出問題集は、試験当日のまでの約８か月間
で、計３回ほど解きました。 
 試験勉強で工夫したことは、早い段階で
苦手な領域を見つけることです。私の場合
は、参考書を一通り読み終えてから、既出
問題集を解くことで、７月時点で苦手な内
容を把握することができました。土壌の物
理性、化学性、生物性などのさまざまな要
因を「つながり」でとらえることができる
ように意識しながら、取り組みました。 



３ 合格後の抱負 

 まずは、土づくりアドバイザーとして研
鑽を積みたいと思います。その上で力を入
れたいことは、①環境に配慮した「おいし
い野菜」を育てる、②本業を通して土づく
りの大切さや作物の栽培の知見を活かす、
③２級への挑戦の三つです。 
 これまでも作物の栽培に取り組んではい
ましたが、ダイコンに空洞症が発生した
り、ジャガイモにそうか病が発生したりし
ていました。また、極端な灌水や過剰施肥
を行い、環境配慮の意識も低かったように
思います。３級に合格してからは、科学的
な視点で、しっかりと根拠を持って栽培に
取り組めていると感じますので、継続して
いきます。②については、作物の栽培全般
が中学校の学習内容に重なる点が多いた
め、先生方とのやり取りの中で、指導・助
言などを行って行けたらと思います。 
 そして、２級合格という、土づくりの専
門家としてのステップアップも目標です。
これからも勉強と実践を通して、土づくり
の普及に貢献していきたいと思っていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 試験勉強の内容をタマネギ栽培で実
践した様子 


